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森
林
所
有
者
の
幸
福
度
は
？

幸
せ
の
国
・
ブ
ー
タ
ン
、世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ※
…
。
急
速
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「
幸
福
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
が
、で
は
、

「
森
林
」と「
幸
福
」の
関
係
は
│
？

「
森
林
所
有
者
の『
主
観
的
幸
福
度
』は
、非

所
有
者
に
比
べ
て
低
い
」と
い
う
、
な
か
な
か

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す（
下
図

参
照
）。

深
刻
化
す
る
山
離
れ
。

調
査
・
研
究
を
行
な
っ
た
の
は
滋
賀
県
立
大
学

環
境
科
学
部
・
高
橋
卓
也
教
授
。「
日
本
の
森
林

は
量
的
に
は
す
で
に
十
分
で
、
質
の
向
上
を
目

指
す
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
森
林
所
有
者
の
山
離
れ
が
続
い
て
お
り
、

2
0
1
9
年
に
は
、
自
ら
経
営
で
き
な
い
森
林

所
有
者
か
ら
市
町
村
が
経
営
を
引
き
継
ぐ
森
林

経
営
管
理
制
度
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、現
場

の
人
員
不
足
な
ど
に
よ
り
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ

に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
森
林
の
維
持
管
理
は

社
会
全
体
で
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
前
提
と
し
て
所
有
者
の
実
態
を
知
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
」（
高
橋
教
授
、以
下
同
）。

「
主
観
的
幸
福
度
」と
い
う
指
標
。

林
家
の
保
有
山
林
面
積
や
所
得
、経
営
や
規

模
拡
大
に
関
す
る
意
向
…
こ
う
し
た
統
計
は

存
在
し
ま
す
。が
、高
橋
教
授
が
着
目
し
た
の
は
、

『
主
観
的
幸
福
度（
し
あ
わ
せ
の
自
己
評
価
）』

と
い
う
指
標
で
し
た
。

「
所
有
者
の
山
離
れ
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、

例
え
ば
T
E
E
B（
テ
ィ
ー
ブ
）※の
よ
う
な
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
の
経
済
的
見
え
る
化
や
、森
林
経

営
計
画
の
数
理
的
最
適
化
と
い
っ
た
経
済
的
・

合
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
す
。
が
、
果
た
し

て
そ
れ
が
本
当
に
現
場
の
人
に
求
め
ら
れ
て

い
る
答
え
な
の
か
、と
い
う
思
い
は
常
々
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
、調
査
に
先
立
ち
対
象

区
域
の
林
業
者
・
森
林
所
有
者
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
重
ね
、森
林
に
関
わ
る
喜
び
や
誇
り
、あ
る

い
は
怒
り
や
悲
し
み
と
い
っ
た
感
情
に
触
れ
る

中
で
、も
っ
と
別
の
視
点
│
所
有
者
の
内
面
、

主
観
に
寄
り
添
う
こ
と
か
ら
し
か
見
え
て
こ
な

い
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
客

観
性
を
重
ん
じ
る
社
会
・
自
然
科
学
に
お
い
て

〝
主
観
＝
悪
〞で
す
が
、
あ
え
て
感
情
と
い
う
側

面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
よ
う
、と
。
脳
神
経

科
学
や
心
理
学
の
分
野
で
も
、経
済
的
・
合
理

的
に
ど
れ
だ
け
正
し
く
て
も
人
は
そ
れ
だ
け

で
は
動
か
な
い（
感
情
が
働
か
な
い
と
理
性
も

う
ま
く
働
か
な
い
）、
幸
福
度
が
高
け
れ
ば
知

能
・
創
造
性
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
向
上
す
る
、な
ど

の
知
見
も
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
、自
然
資
源
管
理

の
究
極
の
目
標
は「
人
び
と
の
幸
福
」で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」。

所
有
者
と
受
益
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
。

高
橋
教
授
は
、
滋
賀
県
南
部
の
上
流
域（
森
林

地
域
）の
住
民
を
対
象
に
、『
森
林
幸
福
度（
森
林

と
関
わ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
主
観
的
幸
福
度
）』

に
関
す
る
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

集
計
・
解
析
の
結
果
、
住
民
の
生
活
全
般
の

主
観
的
幸
福
度
に
比
べ
て
、「
森
林
満
足
度
」や

「
森
林
充
実
感
」は
低
め
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に

「
森
林
所
有
は
、
満
足
度
、充
実
感
、プ
ラ
ス
感
情

を
低
く
し
、マ
イ
ナ
ス
感
情
を
高
く
す
る
」こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
森
林
の
維
持
管
理
に
対
し
て
所
有
者
の
負

担
感
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、社

会
全
体
で
受
け
止
め
る
べ
き
事
実
だ
と
思
い

ま
す（
山
林
と
い
う
資
産
を
持
つ
人
の
幸
福
度

が
低
い
は
ず
が
な
い
、
意
外
だ
、と
い
う
幾
人

か
の
方
か
ら
の
指
摘
に
は
、
所
有
者
＝
負
担
者

と
国
民
＝
受
益
者
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
）。
こ
う
し
た
不
平
等

を
解
消
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
P
E
S（
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
払
い※
）な
ど
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ま
た
調
査
で
は
、「
地
域
で
共
有
す
る
共
有
林

（
財
産
区
）の
役
員
な
ど
を
務
め
て
い
る
人
は

森
林
幸
福
度
が
下
が
り
に
く
い
」と
い
う
結
果

が
出
た
一
方
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
森
林
管

理
は
充
実
感
・
満
足
度
を
高
め
る
が
、
地
元
の

森
林
管
理
は
プ
ラ
ス
感
情
を
低
く
す
る
」こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。地
元
の
共
有
林
の
管
理
に

強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
現
れ

た
数
字
だ
と
す
れ
ば
、年
功
序
列
な
ど
の
旧
習

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

森
林
施
策
の
指
標
に「
幸
福
度
」を
。

「
金
銭
だ
け
で
は
測
れ
な
い
幸
福
度
を
政
策

指
標
に
取
り
入
れ
る
動
き
は
世
界
的
に
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
規
模
の
取
り
組
み「
ミ
レ

ニ
ア
ム
生
態
系
評
価※
」で
は
、
私
た
ち
人
間
の

豊
か
さ
、
幸
福
度
に
は
自
然
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す（
そ
う
い
う

意
味
で
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
た
め
の

「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
」の
基
準
・
指
標

に
幸
福
度
の
視
点
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
）。

今
後
、主
観
的
幸
福
度
と
い
う
指
標
を
、国
内

の
森
林
に
関
す
る
施
策
や
、様
々
な
取
り
組
み
の

立
案
、効
果
の
検
証
に
お
い
て
も
活
用
し
、社
会

全
体
で
森
林
を
考
え
る
新
た
な
視
点
と
し
て
い

け
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

※
国
連
の
呼
び
か
け
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
、生
態
系
に
関
す

る
大
規
模
な
総
合
的
評
価
。

※
国
連
機
関
が
世
界
幸
福
度
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
毎
年

発
表
。2
0
1
2
年
に
始
ま
っ
た
。

※
P
aym

ent for E
cosystem

 S
ervices 

※「
生
態
系
と
生
物
多
様
性
の
経
済
学（

）」の
頭
文
字
。自
然

の
恩
恵（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）の
価
値
を
経
済
的
に
可
視
化

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、ド
イ
ツ
な
ど
で
は
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。

The Econom
ics

 of Ecosystem
 and B

iodiversity

林 業 ニ ュ ー ス

「森林」と
「幸福」と。
～森林所有者の本音から～

深
刻
化
す
る
山
離
れ
。

「
主
観
的
幸
福
度
」と
い
う
指
標
。

森
林
所
有
者
の
幸
福
度
は
？

所
有
者
と
受
益
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
。

「
幸
福
度
」を
森
林
施
策
の
指
標
に
。

個人有林、ボランティアの森林管理は森林充実感・
森林満足度を高めるのに対し、地元の森林管理は
プラス感情を低くするという結果が出た。

森林所有は4種の森林幸福度を低くすることがわか
った。またさらなる解析の結果、森林幸福度低下を緩
和する要因として、財産区（共有林）の役員を務める
こと、所有森林の人工林率の高さ、所有森林の境界
の把握程度の高さなどがあることもわかった。

森林所有

個人有林の森林管理

地元の山の森林管理

ボランティアの森林管理

■森林所有の森林幸福度への影響

■森林関連活動の森林幸福度への影響

満足度
充実感

プラス感情
マイナス感情

満足度
充実感

プラス感情
マイナス感情

森林幸福度

森林幸福度

●期間：2018年1月27日～4月5日
●対象地域：滋賀県野洲（やす）川の上流域（甲賀町、
土山町 計約18,000人）。歴史的に林業活動が活発
な地域で、人工林率59％。甲賀ヒノキは良質材。

●6,559セット（1世帯2件のセット）、
回収数1,457件、世帯での回収率17.2％

個人所有林管理

地元の山管理

ボランティアでの森林管理

0 0.40.30.20.1-0.1-0.2-0.3-0.4 0.5

森林満足度 森林充実感 プラスの感情
マイナスの感情 主観的幸福度 地元の山を見て幸福

どの程度幸せ

森林満足度

森林充実感

不幸 幸せ
0 20 40 60 80 100 (%)

平均点
6.76

平均点
5.03

平均点
4.58

0 とても不幸
10 とても幸せ

0全く不満
10完全に満足している

0全く感じていない
10強く感じている

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

生活全般の主観的幸福度に比して森林満足度・
森林充実感が低いという結果が出た。

※本研究は、総合地球環境学研究所プロジェクト「生物多様性が駆動する栄養循環と流域圏社会─生態系システムの健全性」の一環として実施された。

■森林幸福度の決まり方モデル

満足度
充実感

プラス感情
マイナス感情

森林幸福度自然資本（森林率など）

森林関連活動（山登りや山の手入れ）

各人の条件（男女、年齢、職業など）

社会関係資本（集落内外のつきあいの程度）

人工資本（商業施設、医療施設など生活利便施設）

4種類の森林幸福度を調査測定した。

『森林幸福度』に関する調査・研究（抜粋）
～滋賀県立大学環境科学部・高橋卓也教授らによる～

最初に、生活全般についての主観的幸福度を、「とても幸せ」（10点）から
「とても不幸」（0点）まで11点制で1つを選択してもらった。続いて回答者
と山や森林との関わりについて満足度や充実感、達成感を尋ねた。

満足度・充実感に関する調査

過去1年間の森林に関わる経験（キャンプ、スポーツ、動植物観察、森
林づくりの活動など全11項目に加え、その他自由回答及び経験なし）に
ついて尋ねた後、それぞれについての感情（前向き、後ろ向き、楽しい、
楽しくないなど全14項目）をどの程度経験したかを質問。各感情を
因子分析の結果に基づいてプラス感情とマイナス感情に整理した。

感情に関する調査

解
析

郵 便
局’23.4.1お葉書、

ありがとう
ございました。

西垣林業株式会社
【公式】Facebook

西垣林業株式会社
【公式】Instagram

SNSで情報発信中！
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